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(57)【要約】
【課題】　乳液状、もしくはクリーム状の内容物を充填
するチューブ構のヘッド造であって、一定量を取り出す
ことができるとともに、好ましい封入効果を具え、内容
物の汚染、細菌の繁殖を阻止することのできるポンプ構
造を有するチューブのヘッド部構造を提供する。
【解決手段】　収納部を具えるチューブ本体と第１係合
部が形成された連結部とを含んでなるチューブ構造部と
、吐出口を具えるプッシュヘッド部と第２係合部が形成
されたポンプ本体とを含んでなるポンプ構造部と、を含
んでなり、該第１係合部と、該第２係合部とを係合させ
て該ポンプ本体を該収納部内に設ける。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　収納部を具えるチューブ本体と、第１係合部が形成された連結部とを含んでなるチュー
ブ構造部と、
　吐出口を具えるプッシュヘッド部と、第２係合部が形成されたポンプ本体とを有するポ
ンプ構造部と、を含んでなり、
　該第１係合部と、該第２係合部とを係合させて該ポンプ本体を該収納部内に設けること
を特徴とする、ポンプ構造を有するチューブのヘッド部構造。
【請求項２】
　前記チューブ構造部の該チューブ本体と、該連結部とが一体に形成されることを特徴と
する請求項１に記載のポンプ構造を有するチューブのヘッド部構造。
【請求項３】
　前記チューブ構造部の該連結部に当止部が形成され、該ポンプ本体に、該連結部の当止
部に当接する鍔部が形成されることを特徴とする請求項２に記載のポンプ構造を有するチ
ューブのヘッド部構造。
【請求項４】
　前記チューブ構造部の該連結部に、該ポンプ本体の該プッシュヘッド部が収納され、か
つ該プッシュヘッド部が往復運動を行う空間である収納空間を形成することを特徴とする
請求項２に記載のポンプ構造を有するチューブのヘッド部構造。
【請求項５】
　前記ポンプ構造を有するチューブのヘッド部構造が、内周面に第４係合部を形成したキ
ャップをさらに具え、かつ前記チューブ構造部の該連結部に、該第４係合部に係合する第
３係合部を形成することを特徴とする請求項２に記載のポンプ構造を有するチューブのヘ
ッド部構造。
【請求項６】
　第１の工程において、収納部を具えるチューブ本体と、第１係合部を具える連結部とを
含んでなるチューブ構造部を製造し、
　第２の工程において、吐出口を具えるプッシュヘッド部と、第２係合部を具えるポンプ
本体とを含んでなるポンプ構造部を製造し、
　第３の工程において、該ポンプ構造部の該ポンプ本体を該チューブ構造部の該チューブ
本体の該収納部１１１内に設け、
　第４の工程において、該チューブ構造部の該第１係合部と、該ポンプ構造部の該第２係
合部とを係合させること、を特徴とするポンプ構造を有するチューブのヘッド部構造の製
造方法。
【請求項７】
　前記チューブ構造部の該チューブ本体と、該連結部とが一体に形成されることを特徴と
する請求項６に記載のポンプ構造を有するチューブのヘッド部構造の製造方法。
【請求項８】
　前記チューブ構造部の該連結部に当止部が形成され、該ポンプ本体に、該連結部の当止
部に当接する鍔部が形成されることを特徴とする請求項７に記載のポンプ構造を有するチ
ューブのヘッド部構造の製造方法。
【請求項９】
　前記チューブ構造部の該連結部に、該ポンプ本体の該プッシュヘッド部が収納され、か
つ該プッシュヘッド部が往復運動を行う空間である収納空間を形成することを特徴とする
請求項７に記載のポンプ構造を有するチューブのヘッド部構造の製造方法。
【請求項１０】
　前記ポンプ構造を有するチューブのヘッド部構造が、内周面に第４係合部を形成したキ
ャップをさらに具え、かつ前記チューブ構造部の該連結部に、該第４係合部に係合する第
３係合部を形成することを特徴とする請求項７に記載のポンプ構造を有するチューブのヘ
ッド部構造の製造方法。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明はチューブに関し、特にポンプ構造を有するチューブのヘッド部構造と、その
製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　工業製品に係る技術の進歩は、経済の繁栄をもたらし、このため人々はよりハイクオリ
ティな生活を目指すようになった。それにともない、日用品についても使用効率を求める
ようになった。
【０００３】
　市販される洗浄剤、または皮膚の手入れのための薬品などなどは、一般にチューブに詰
められている。チューブの容器は幅広く応用されていて、洗顔クリーム、乳液、化粧品な
どの包装用の容器として使用されている。これら製品は、日常多用される消耗品であり、
その使用量は極めて大きい。したがってチューブ式の容器はかなりのニーズを有する。
【０００４】
　チューブは弾性を有する材質によってなり、容器を手で押し圧して内容物を取り出す。
しかしながら、容器を押し圧して内容物を取り出す方式は、一定の量を取り出すことが難
しいため、予期せず押し圧の力が大きくなった場合には、出しすぎになり、特に内容物が
高価格のものであった場合、経済的に浪費となる。
【０００５】
　さらに、使用する毎にチューブのキャップを外して取り出していると、容易に細菌が繁
殖し、このため内容物が容易に変質する。
【０００６】
　そこで、上述する問題を如何にして解決するかが、業界で解決の待たれる問題となって
いる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　この発明は、簡易な操作で、内容物を一定の量だけ取り出すことができるとともに、好
ましい封入効果を具え、内容物の汚染、細菌の繁殖を阻止することのできる、ポンプ構造
を有するチューブのヘッド部構造と、その製造方法を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　そこで、発明者は従来のチューブ構造に見られる欠点に鑑み鋭意研究を重ねた結果、収
納部を具えるチューブ本体と第１係合部が形成された連結部とを含んでなるチューブ構造
部と、吐出口を具えるプッシュヘッド部と第２係合部が形成されたポンプ本体とを有する
ポンプ構造部とを含んでなり、該第１係合部と、該第２係合部とを係合させて該ポンプ本
体を該収納部内に設けたポンプ構造を有するチューブのヘッド部構造によって課題を解決
できる点に着眼し、係る知見に基づいて本発明を完成させた。
【０００９】
　以下、この発明について詳述する。
　請求項１に記載するポンプ構造を有するチューブのヘッド部構造は、収納部を具えるチ
ューブ本体と第１係合部が形成された連結部とを含んでなるチューブ構造部と、
　吐出口を具えるプッシュヘッド部と、第２係合部が形成されたポンプ本体とを有するポ
ンプ構造部と、を含んでなり、該第１係合部と、該第２係合部とを係合させて該ポンプ本
体を該収納部内に設ける。
【００１０】
　請求項２に記載するポンプ構造を有するチューブのヘッド部構造は、請求項１における
チューブ構造部の該チューブ本体と、該連結部とが一体に形成される。
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【００１１】
　請求項３に記載するポンプ構造を有するチューブのヘッド部構造は、請求項２における
チューブ構造部の該連結部に当止部が形成され、該ポンプ本体に、該連結部の当止部に当
接する鍔部が形成される。
【００１２】
　請求項４に記載するポンプ構造を有するチューブのヘッド部構造は、請求項２における
チューブ構造部の該連結部に、該ポンプ本体の該プッシュヘッド部が収納され、かつ該プ
ッシュヘッド部が往復運動を行う空間である収納空間を形成する。
【００１３】
　請求項５に記載するポンプ構造を有するチューブのヘッド部構造は、請求項２における
ポンプ構造を有するチューブのヘッド部構造が、内周面に第４係合部を形成したキャップ
をさらに具え、かつ前記チューブ構造部の該連結部に、該第４係合部に係合する第３係合
部を形成する。
【００１４】
　請求項６に記載する、ポンプ構造を有するチューブのヘッド部構造の製造方法は、
　第１の工程において、収納部を具えるチューブ本体と、第１係合部を具える連結部とを
含んでなるチューブ構造部を製造し、
　第２の工程において、吐出口を具えるプッシュヘッド部と、第２係合部を具えるポンプ
本体とを含んでなるポンプ構造部を製造し、
　第３の工程において、該ポンプ構造部の該ポンプ本体を該チューブ構造部の該チューブ
本体の該収納部１１１内に設け、
第４の工程において、該チューブ構造部の該第１係合部と、該ポンプ構造部の該第２係合
部とを係合させる。
【００１５】
　請求項７に記載する、ポンプ構造を有するチューブのヘッド部構造の製造方法は、請求
項６におけるチューブ構造部の該チューブ本体と、該連結部とが一体に形成される。
【００１６】
　請求項８に記載する、ポンプ構造を有するチューブのヘッド部構造の製造方法は、
　請求項７におけるチューブ構造部の該連結部に当止部が形成され、該ポンプ本体に、該
連結部の当止部に当接する鍔部が形成される。
【００１７】
　請求項９に記載する、ポンプ構造を有するチューブのヘッド部構造の製造方法は、請求
項７におけるチューブ構造部の該連結部に、該ポンプ本体の該プッシュヘッド部が収納さ
れ、かつ該プッシュヘッド部が往復運動を行う空間である収納空間を形成する。
【００１８】
　請求項１０に記載する、ポンプ構造を有するチューブのヘッド部構造の製造方法は、請
求項７におけるポンプ構造を有するチューブのヘッド部構造が、内周面に第４係合部を形
成したキャップをさらに具え、かつ前記チューブ構造部の該連結部に、該第４係合部に係
合する第３係合部を形成する。
【発明の効果】
【００１９】
　この発明によれば、乳液状、もしくはクリーム状の内容物を充填したチューブ構造物に
おいて、簡易な操作で、内容物を一定の量だけ取り出すことができるとともに、好ましい
封入効果を具え、内容物の汚染、細菌の繁殖を阻止することができるのみならず、簡易な
構造を有し、かつ製造工程、製造時間を短縮して生産コストを節減することができるとい
う利便性をも具える。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】この発明によるポンプ構造を有するチューブのヘッド部構造の構造を示した説明
図である。
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【図１Ａ】この発明におけるチューブ構造部の構造を示した説明図である。
【図２】この発明によるポンプ構造を有するチューブのヘッド部構造の断面構造を示した
説明図である。
【図３】この発明におけるチューブ構造部の局部構造を示した説明図である。
【図４】この発明によるポンプ構造を有するチューブのヘッド部構造の製造方法を示した
フローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　この発明は、一定量を取り出すことが容易で、好ましい封入効果を具え、内容物の汚染
、細菌の繁殖を阻止することのできるポンプ構造を有するチューブのヘッド部構造を提供
するものであって、収納部を具えるチューブ本体と第１係合部が形成された連結部とを含
んでなるチューブ構造部と、吐出口を具えるプッシュヘッド部と第２係合部が形成された
ポンプ本体とを含んでなるポンプ構造部とを含んでなり、該第１係合部と、該第２係合部
とを係合させて該ポンプ本体を該収納部内に設ける。係るチューブヘッドの構造について
、具体的な例を挙げ、図面を参照にして以下に詳述する。但し、前記ポンプ構造部は、気
密ポンプの作用を応用するものであるが、その原理は当業者において通常の知識を有する
者が明らかに認識するものであるため、以下の説明においては説明を割愛する。さらに、
添付する図面は本願発明の構造上の特徴を説明するためのものであって、実際の製品の実
寸にしたがって描いた図面ではないことを付言しておく。
【００２２】
　図１に、この発明の好ましい実施の形態を開示する。図面によれば、チューブヘッド構
造１００は、チューブ構造部１０と、ポンプ構造部２０とを含んでなる。チューブ構造部
１０はチューブ本体１１と連結部１２とをふくんでなり、チューブ本体１１は、例えば乳
液状、もしくはクリーム状の物質を収納する収納部１１１を具える。
【００２３】
　実施例において、チューブ構造部１０を構成するチューブ本体１１と連結部１２とは、
一体に構成する。この場合、例えば軟性のプラスチック材を射出成型によって一体に成型
するか、もしくは注入成型によって一体に形成する。軟性のプラスチック材は、例えばＰ
Ｅなどが好ましいが、但し、これに限定しない。
【００２４】
　また、連結部１２には、ポンプ構造部２０が係合する、少なくとも１以上の第１係合部
１２２を具える。
【００２５】
　図１Ａは、チューブ構造部１０の局部拡大図である。図面に開示するように、チューブ
構造部１０は、収納部１１１に収納する物質に合わせて複数層構造にしてもよい。即ち、
プラスチック材を注入する場合、複数次に分けて注入する方式によって成型する。当然の
ことながら、それぞれの層毎に異なる材質を注入する２色成型を採用しててもよい。かか
る方式によって例えば図１Ａの第１層１１ａと第２層１１ｂとのように、２層、もしくは
２層以上の複数層構造によるチューブ構造部１０を成型して内容物となる物質を収納する
。
【００２６】
　ポンプ構造部２０は、プッシュヘッド部２１と、ポンプ本体２２とを含んでなり、プッ
シュヘッド２１は、吐出口２１１を具える。
【００２７】
　プッシュヘッド部２１を推し圧すると、ポンプ構造部２０に気密性の負圧によるポンプ
作用が発生し、収納部１１１に収納された内容物を吐出口２１１から吐出し、使用者の使
用に供する。
【００２８】
　従来のチューブ構造による容器においては、チューブ構造部の一端に開口部を形成し、
チューブ構造部に収納した内容物を取り出す場合指で該チューブ構造部を推し圧して該開
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口部から吐出させる。この場合、推し圧する力が大きすぎると、吐出させる内容物の量が
必要以上に多くなり浪費する。
【００２９】
　また、前記チューブ構造部自身は、弾性を有する。よって、該チューブ構造部を推し圧
すると、付勢力によって該チューブ構造部の形状が回復する。この場合、すでに吐出した
内容物の一部を吸入して該チューブ構造部内に戻す場合がある。よって、内容物が外部の
空気に接触し、このため最近が容易に繁殖し、内容物が変質する。
【００３０】
　この発明のチューブヘッド構造１００においては、チューブ構造部１０とポンプ構造部
２０とを連結し、プッシュ方式で内容物を吐出させる。したがって、一定量を吐出させる
ことができるのみならず、ポンプ構造部２０の弁体２３によって好ましい封止の効果が得
られ、収納部１１１に収納した物質が空気に接触して汚染することを防ぐことができる。
この点について、ここに特筆しておく。
【００３１】
　また、チューブ構造部１０のチューブ本体１１と連結部１２とは一体に形成し、連結部
１２は少なくとも１以上の係合部１２２を具える。ポンプ構造部２０のポンプ本体２２に
は第２係合部２２１を形成する。かかる構造によって、ポンプ構造部２０がチューブ構造
部１０の収納部１１１内に位置するように設ける。この場合、第１係合部１２２と第２係
合部２２１とを係合させる。よって、本発明においては、製造工程において、チューブ構
造部１０の製造に別途加工工程を加えることなく、ポンプ構造部２０を設けることができ
る。このため、製造工程と製造時間とを短縮して製造コストを低減させることができる。
【００３２】
　さらに、チューブ構造部１０の連結部１２には、当止部１２３を形成し、ポンプ構造部
２０のポンプ本体２２には鍔部２２２を形成する。このため、鍔部２２２が当止部１２３
に当止して、ポンプ構造部２０とチューブ構造部１０との連結がさらに安定する。
【００３３】
　別途、連結部１２には、ポンプ構造部２０のプッシュヘッド２１を収納し、かつプッシ
ュヘッド部２１が往復運動を行う空間である収納空間１２１を形成する。
【００３４】
　図２に開示するように、この発明によるチューブヘッド構造１００は、さらに
キャップ３０を含む。キャップ３０の内周面には第４係合部３１を形成し、連結部１２の
外周面には第４係合部３１に係止する第３係合部１２４を形成する。係る構造によってキ
ャップ３０を着脱自在に冠着することができ、吐出口２１１に近接した位置にある内容物
の湿度を保持し、外部環境の塵などの不純物の粉末による汚染から保護することができる
。
【００３５】
　以上の構成によれば、チューブ本体１１の封入口１１２から内容物を収納部１１１に充
填して封入口１１２を封止することによって、内容物充填の作業を完成させることができ
る。
【００３６】
　また、図３に開示するように、連結部１２の第１係合部１２２には、傾斜したガイド面
１２２１と、係合突起部１２２２を形成する。ガイド面１２２１を形成することによって
、ポンプ構造部２０をチューブ構造部１０に連結する場合、第２係合部２２１がガイド面
１２２１に沿って順調に移動し、係合突起部１２２２によって第２係合部２２１が係合し
て、ポンプ構造部２０が安定してチューブ構造部１０に設けられる。
【００３７】
　図４にこの発明によるチューブヘッド構造１００を製造するステップを開示する。先ず
、Ｓ０１の工程においてチューブ構造物を製造に供する。該チューブ構造物は、即ち、前
述するチューブ構造部１０であって、チューブ本体１１と、連結部１２とを含んでなる。
チューブ本体１１は収納部１１１を具え、連結部１２は第１係合部１２２を具える。



(7) JP 2014-136594 A 2014.7.28

10

20

30

40

50

【００３８】
　次いで、Ｓ０２のステップにおいて、ポンプ構造物を製造に供する。該ポンプ構造物は
、即ち前述するポンプ構造部２０であって、プッシュヘッド部２１と、ポンプ本体２２と
を含んでなり、プッシュヘッド部２１は吐出口２１１を具え、ポンプ本体２２は第２係合
部２２１を具える。
【００３９】
　次に、Ｓ０３のステップにおいて、ポンプ構造部２０のポンプ本体２２をチューブ構造
部１０のチューブ本体の収納部１１１内に設ける。
【００４０】
　さらに、Ｓ０４のステップにおいて、チューブ構造部１０の第１係合部１２２と、ポン
プ構造部２０の第２係合部２２１とを係合させる。チューブ構造部１０のチューブ本体１
１と連結部１２とは一体に成型され、連結部１２は当止部１２３を具え、ポンプ部構造部
２０のポンプ本体２２は鍔部２２２を具え、鍔部２２２が当止部１２３に当接する。よっ
て、チューブ構造部１０とポンプ構造部２０とは、安定した連結が得られる。
【００４１】
　また、チューブ構造部１０の連結部１２には、ポンプ構造部２０のプッシュヘッド部２
１を収納し、かつプッシュヘッド部２１往復運動を行うための空間である収納空間１２１
を形成する。
【００４２】
　当然のことながら、上述するように、この発明によるチューブヘッド構造は、さらにキ
ャップ３０を含んでもよい。この場合、キャップ３０の内周面には第４係合部３１を形成
し、チューブ構造部１０の連結部１２の外周面には第４係合部３１に係合する第３係合部
１２４を形成する。
【００４３】
　以上はこの発明の好ましい実施の形態であって、この発明の実施の範囲を限定するもの
ではない。よって、当業者のなし得る修正、もしくは変更であって、この発明の精神の下
においてなされ、かつこの発明に対して均等の効果を有するものは、いずれもこの発明の
特許請求の範囲に含まれるものとする。
【符号の説明】
【００４４】
１０ 　　　チューブ構造部
１００ 　　チューブヘッド構造
１１ 　　　チューブ本体
１１ａ 　　第１層 
１１ｂ 　　第２層
１１１ 　　収納部
１１２ 　　封入口
１２　　　 連結部
１２１ 　　収納空間
１２２ 　　第１係合部
１２２１ 　ガイド面
１２２２ 　係合突起部
１２３ 　　当止部
１２４ 　　第３係合部
２０ 　　　ポンプ構造部 
２１ 　　　プッシュヘッド部
２１１ 　　吐出口
２２ 　　　ポンプ本体
２２１ 　　第２係合部
２２２ 　　鍔部
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２３ 　　　弁体
３０ 　　　キャップ
３１ 　　　第４係合部

【図１】 【図１Ａ】
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【図２】 【図３】

【図４】
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